




要約:極小未熟児における初期の栄養管理が、その後の身体発育にどのような影響を与える

かについて検討した。 

極小未熟児 AFD 児では、経口による栄養摂取カロリーが、100cal/㎏/日に到達する日数が

100 日以上であると、その後の身長体重の catch upに影響を及ぼす可能性が推定された。 

すなわち、初期栄養摂取状況と、身体発育との関連性が示唆された。 


